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やっと、秋らしくなってきました。
今年は夏が暑かったため、梨や葡萄が甘くて美味しいとか。
さて、今回は会社員のための保険、健保と厚年のお話です。
==========================================================
★保険の基礎知識～コンビの保険「健保と厚年」～
 

厚生年金保険と政府管掌保険は同時加入が原則です。
また、健保組合のある会社の場合でも、保険料は厚年の分も健保組合が一括
徴収するなど、コンビで扱われることが多いのですが、年金保険と医療保険の
構造的な問題から、決定的に違う点があります。
 

それは、保険料の計算の基礎となる標準報酬月額の上限が違うという点です。
標準報酬月額というのは、保険料を計算するために実際に支給される給与
を、表に当てはめ、例えば１０万円～１２万円の人は、標準報酬月額
１１万円とする、というように保険料を計算しやすくするための給与の等級なの
です。
この標準報酬月額の上限が、厚生年金は６２万円であるのに対し、健康保険
は９８万円なのです。
 

なぜ、この上限額に違いがあるのか考えて見ましょう。
 

【理由その１】～給付額と給付期間の違い～
厚生年金の場合、その保険料が高いということは年金を受け取ることになった
場合の年金額に反映されるということです。
老齢厚生年金の場合を考えると、年金を支払う側からすれば６５歳からずっと
生涯高い年金を支払い続けなければならないということになります。
 

一方、健康保険の場合、報酬に比例して額が変動する現金給付は、
傷病手当金、出産手当金、埋葬料（埋葬費）があります。
健保の現金給付の支給期間は、一番長い傷病手当金でも１年６ヶ月です。
 

【理由その２】～給付の種類の違い～
厚生年金には、老齢、障害、死亡と３種類の給付があり、どの給付も長期的な
生活の基礎収入という設計理由があります。
それに対し、健康保険は、業務上以外の病気・怪我限定の、もしもの場合の
相互扶助的な性格を持った給付に限られています。
 

【理由その３】～対象者の違い～
厚生年金保険の場合、保険の対象となるのは、本人及び一定の条件をクリア
した配偶者。そして、死亡の場合の一定の遺族のみです。
健康保険の対象は、本人及び一定の条件をクリアした家族全てが被扶養者
として保険料免除、そして保険給付である療養の給付等の対象となります。
但し、出産手当金、傷病手当金の対象は被保険者本人のみですが。
 

上記の理由から
厚生年金は、少しでも将来の給付を抑えるために標準報酬月額の上限を
低く設定、そして１人でも多くの会社に保険加入して欲しいという切なる願いと
目論見があります。



目論見があります。
そして、健康保険は、対象者が多く、また老人医療費の増加等による
赤字続きの医療費の財源を少しでも潤したいので、給料を多く払っている
事業所そして稼いでる人からは保険料を少しでも多く払って欲しいという
切なる願いと目論見があるのです。
 

理由と背景は理解できますが、給与明細を見るとため息ですよね。
そして厚年も健保も独身者にはちょっと冷たい保険に思えます。
 

============================================================
★年金トピックス～裁定請求書～
 

裁定請求書をご存知ですか？
公的年金を請求する場合の書類です。
 

社会保険庁から届いた老齢厚生年金裁定請求書の記入方法等をご説明する
機会がありました。
 

年金の裁定請求はターンアラウンド方式となりまして、該当者には年金受給到
達年齢の３ヶ月前に裁定請求書が社会保険庁から送られてくることになりまし
た。説明のご要望は、その方からでした。よくわからないとおっしゃるのです。
ご質問を以下に要約しますね。
①なぜ雇用保険の加入歴が必要か？
②なぜ、配偶者や子の情報が必要なのか？
③扶養親族等申告書は記入の必要があるのか？
④記入欄はなぜ色分けされているのか？
次にそのご説明内容を。
①について
６０歳から支給の特別支給の老齢厚生年金は、雇用保険の基本手当（失業
手当のことですね）を受給している間は支給停止となります。
６０歳で退職した場合がこれに該当しますので、雇用保険の記入歴の欄がある
のです。
②について
厚生年金に２０年以上（中高年短縮特例もあります）加入している場合、一定
の配偶者や子がいる時には 加給年金額が加算されます。
その対象者には、生計維持要件、年収要件が必要ですので、裁定請求書
に記入欄があるのです。
③について
老齢の年金は所得税の課税対象です。源泉徴収が行われますので、
配偶者控除や扶養控除を受けるために必要なのです。
但し、国民年金だけの場合は、年金額が課税対象に満たないので
記入する必要はありません。
④について
黄色の部分のみが本人記入欄です。
でも、白色の部分も間違いがないかどうか確認が必要です。
特に、加入記録は念入りにチェックしましょう。
 

最後に、裁定請求書に必要な添付書類ですが、
戸籍・住民票等は６０歳の誕生日の前日以降に発行のものをと規定
されていますので、あまり前から用意しておく必要はありません。
 

============================================================
 

～～～～～～編集後記～～～～～～～～
次回は１１月１日の発行です。
２００６年も、あと２ヶ月。
頑張って、メルマガをお届けしたいと思います。
皆様のご要望、ご意見をお待ちしています。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～



～～～～～～～～～～～～～～～～～～
*********************************************************
年金についてのご相談なら
西尾雅枝社会保険労務士事務所
社会保険労務士＆年金コンサルタント
西尾雅枝
〒604-8155 
京都市中京区錦小路通室町東入ル
占出山町308 ヤマチュービル２F　N10
電話&FAX(075)241-4586
メールinfo@nishio-sr.com
WEBサイトhttp://www.nishio-sr.com
＊このメールマガジンの無断転載・転用は固くお断りいたします。＊
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